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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第６期
第２四半期
連結累計期間

第６期
第２四半期
連結会計期間

第５期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 13,579,370 6,902,61928,353,670

経常利益（千円） 84,228  173,852 739,151

四半期純損失（△）又は当期純利益（千円） △818,232 △655,5591,750,741

純資産額（千円） － 10,423,83610,695,572

総資産額（千円） － 37,815,64141,434,263

１株当たり純資産額（円） － 160.77 164.95

１株当たり四半期純損失金額（△）又は１株当たり当期純利益金額

（円）
△12.62 △10.11 27.00

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） － 27.6 25.8

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,479,830 － △3,400,518

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△376,059 － 2,330,032

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,261,075 － △1,091,851

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） － 3,915,5844,492,076

従業員数（人） － 690 655

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。　

３．第６期第２四半期連結累計期間及び第６期第２四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。第５期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 690     

　（注）　従業員数は、就業人員で記載しております。

 

(2）提出会社の状況

 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 18     

　（注）１．従業員数は、就業人員で記載しております。

２．従業員は、連結子会社の㈱宮地鐵工所および宮地建設工業㈱からの出向者であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　第１四半期連結会計期間から鋼構造物事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業

利益の金額の合計額に占める割合がいずれも90％超であるため、製品別で記載しております。

(1）生産実績

当第２四半期連結会計期間の生産実績を製品別に示すと、次のとおりであります。

製品別
当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

橋梁（千円） 6,214,831

建築他（千円） 618,915

合計（千円） 6,833,746

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2）受注状況

当第２四半期連結会計期間の受注状況を製品別に示すと、次のとおりであります。

製品別

受注高 受注残高
当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

橋梁（千円） 8,957,977 42,308,009

建築他（千円） 704,870 1,665,870

合計（千円） 9,662,848 43,973,879

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(3）販売実績

当第２四半期連結会計期間の販売実績を製品別に示すと、次のとおりであります。

製品別
当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

橋梁（千円） 5,982,206

建築他（千円） 920,412

合計（千円） 6,902,619

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

　※　橋梁とは、新設橋梁の設計・製作・現場施工、既設橋梁の維持・補修・補強、橋梁周辺鋼構造物、複合構造物の設計・

製作・現場施工、プレストレスト・コンクリート橋梁、ＦＲＰ構造物、その他土木事業であります。

　建築他とは、大空間・超高層建築物、鉄塔、煙突、工場建物、その他鋼構造物の製作・現場施工、既設構造物の耐震・免

震工事、その他の事業であります。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

 

(1）業績の状況

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、エネルギー・原材料価格高の影響に加え、サブプライム・

ローン問題を背景とするアメリカの景気後退に端を発する急激な株安・円高による金融不安への警戒から、さらに

減速感を強め推移いたしました。

当社グループの主力事業である橋梁事業は、公共投資の縮減傾向、鋼材の価格高騰・入手難など依然厳しい状況

が続いております。

このような環境下、当社グループは、従来にも増して協力関係の一体強化を図り、グループの有する製作・架設力

などの総合エンジニアリング力を最大限活かし、受注、売上、利益の安定確保の施策を推進しているところでありま

す。

当第２四半期連結会計期間の売上高につきましては、鋼材入荷や大型工事の進捗遅れにより、69億２百万円とな

りました。

受注高につきましては、厳しい受注競争が続くなか、採算性重視の営業活動を行った結果96億62百万円となりま

した。

また、損益につきましては、生産性の効率化、グループ挙げての経費削減の効果はあったものの、売上高が低調で

あったことなどから営業利益は61百万円、経常利益は１億73百万円となりました。また、株式市場の下落に伴い時価

が著しく低下した株式を対象に投資有価証券評価損を特別損失に計上したことから四半期純損失は６億55百万円

となりました。

　今後は、国土交通省の「単品スライド条項」適用などにより一部に改善が期待されますが、道路特定財源の一般財

源化問題、鋼材をはじめとする原材料費の高騰や鋼材の入荷遅れなど、当業界を取り巻く環境は依然予断を許さな

い状況であります。

　当社グループといたしましては設計変更および原価縮減策など工事採算の更なる改善に努めてまいります。
 
(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は39億15百万円となり、第１

四半期連結会計期間末と比較して３億59百万円の減少となりました。

　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は33億１百万円となりました。

　主な減少要因は、税金等調整前四半期純損失５億53百万円、売上債権の増加４億30百万円、仕入債務の減少12億25

百万円、未成工事受入金の減少17億92百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は３億７百万円となりました。

主な減少要因は、投資有価証券の取得による支出２億22百万円、有形固定資産の取得による支出91百万円であり

ます。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果獲得した資金は32億49百万円となりました。

増加要因は、短期借入金の増加33億50百万円であり、主な減少要因は、長期借入金の返済による支出98百万円であ

ります。
 
(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。
 
(4）研究開発活動

　当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、８百万円であります。

　なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありま

せん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 276,778,000

計 276,778,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 69,194,543 69,194,543
東京証券取引所

（市場第一部）
－

計 69,194,543 69,194,543 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年７月１日～

平成20年９月30日
－ 69,194 － 3,000,000 － 12,757,731
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（５）【大株主の状況】

 平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行　　　　

　　　　　　　　　　　　　

東京都千代田区丸の内二丁目７番１号　　　　

　　　
3,271 4.73

明治安田生命保険相互会社　　　　　　

　　　　　　　　　　　　

東京都千代田区丸の内二丁目１番１号　　　　

　　　
2,771 4.01

宮地取引先持株会　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　

東京都中央区日本橋大伝馬町７番５号　　　　

　　　
2,247 3.25

株式会社八十二銀行　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　
長野県長野市中御所岡田178番地８　　　　　　　 2,180 3.15

株式会社宮地鐵工所　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

東京都中央区日本橋大伝馬町７番５号　　　　

　　　
2,060 2.98

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社（信託口４Ｇ）　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

東京都中央区晴海一丁目８番11号　　　　　　　　 1,666 2.41

新日本製鐵株式會社　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

東京都千代田区大手町二丁目６番３号　　　　

　　　
1,578 2.28

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　　　　

　　　　　　　　　　　　　

東京都千代田区丸の内一丁目４番５号　　　　

　　　
1,280 1.85

シービーエヌワイデイエフエイ

インターナショナルキャップ

バリューポートフォリオ

(常任代理人シティバンク銀行株

式会社)　　　　　　　　　　　　　　　　　

1299 OCEAN AVENUE,11F,SANTA MONICA,CA

90401 USA

（東京都品川区東品川二丁目３番14号）　　

　　　　

1,268 1.83

宮地建設工業株式会社　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

東京都中央区日本橋大伝馬町７番５号　　　　

　　　
1,200 1.73

計 － 19,524 28.22

　（注）　㈱宮地鐵工所および宮地建設工業㈱は、会社法施行規則第67条第１項の規定により議決権を有しておりません。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成20年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

普通株式

 

1,088,000
－ －

（相互保有株式） 

普通株式

 

3,269,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 64,476,000 64,476 －

単元未満株式 普通株式 361,543 － －

発行済株式総数 69,194,543－ －

総株主の議決権 － 64,476 －

（注）　「完全議決権株式（その他）」欄には証券保管振替機構名義の株式が4,000株含まれております。また、「議決

権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数が４個含まれております。

 

②【自己株式等】

 平成20年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

宮地エンジニアリンググ

ループ㈱

東京都中央区日本橋

大伝馬町７番５号
1,088,000－ 1,088,000 1.57

㈱宮地鐵工所
東京都中央区日本橋

大伝馬町７番５号
2,060,000－ 2,060,000 2.98

宮地建設工業㈱
東京都中央区日本橋

大伝馬町７番５号
1,200,000－ 1,200,000 1.73

エム・ケイ・エンジ㈱
東京都中央区日本橋

小伝馬町17番16号
9,000 － 9,000 0.01

計 － 4,357,000－ 4,357,000 6.30

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 107 111 129 106 98 78

最低（円） 80 93 102 91 76 55

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第

14号）に準じて記載しております。

　なお、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）については、「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条

第１項第５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、東陽監査法人、公認会計士早野勝義氏及び公認会計士藤本欣哉氏による四半期レビューを

受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 3,956,084 4,527,175

受取手形・完成工事未収入金 8,912,626 11,259,656

未成工事支出金 4,194,995 4,646,073

その他 1,053,627 1,530,282

貸倒引当金 △33,577 △336,006

流動資産合計 18,083,756 21,627,181

固定資産

有形固定資産

土地 11,975,727 11,975,727

その他（純額） ※
 3,254,377

※
 3,291,864

有形固定資産計 15,230,105 15,267,591

無形固定資産 65,163 61,059

投資その他の資産

投資有価証券 3,800,133 3,770,733

その他 734,587 804,046

貸倒引当金 △98,105 △96,350

投資その他の資産計 4,436,615 4,478,430

固定資産合計 19,731,884 19,807,081

資産合計 37,815,641 41,434,263

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金 6,321,131 8,853,111

短期借入金 8,232,308 6,912,306

未払法人税等 41,933 41,810

未成工事受入金 4,080,502 5,047,686

工事損失引当金 604,100 975,340

その他の引当金 560,816 730,747

その他 1,072,657 1,385,869

流動負債合計 20,913,448 23,946,872

固定負債

長期借入金 118,470 174,954

再評価に係る繰延税金負債 3,971,210 3,971,210

退職給付引当金 2,222,957 2,271,037

その他の引当金 71,349 71,349

その他 94,369 303,268

固定負債合計 6,478,356 6,791,819

負債合計 27,391,804 30,738,691
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,000,000 3,000,000

資本剰余金 4,148,841 4,148,960

利益剰余金 △1,193,090 △386,940

自己株式 △943,474 △943,234

株主資本合計 5,012,276 5,818,785

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 116,998 △417,775

土地再評価差額金 5,294,562 5,294,562

評価・換算差額等合計 5,411,560 4,876,786

純資産合計 10,423,836 10,695,572

負債純資産合計 37,815,641 41,434,263
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

完成工事高 13,579,370

完成工事原価 12,835,294

完成工事総利益 744,075

販売費及び一般管理費 ※
 922,420

営業損失（△） △178,345

営業外収益

受取利息 5,152

受取配当金 44,136

負ののれん償却額 215,804

その他 88,653

営業外収益合計 353,746

営業外費用

支払利息 71,451

その他 19,721

営業外費用合計 91,172

経常利益 84,228

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,900

固定資産売却益 1,948

特別利益合計 3,848

特別損失

投資有価証券評価損 730,520

その他 6,866

特別損失合計 737,387

税金等調整前四半期純損失（△） △649,310

法人税、住民税及び事業税 20,645

法人税等調整額 148,276

法人税等合計 168,922

四半期純損失（△） △818,232
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

完成工事高 6,902,619

完成工事原価 6,384,886

完成工事総利益 517,732

販売費及び一般管理費 ※
 455,757

営業利益 61,974

営業外収益

受取利息 3,123

受取配当金 3,678

負ののれん償却額 107,902

スクラップ売却益 34,481

その他 13,052

営業外収益合計 162,239

営業外費用

支払利息 34,135

創立100周年関連費用 15,189

その他 1,036

営業外費用合計 50,360

経常利益 173,852

特別利益

貸倒引当金戻入額 600

固定資産売却益 1,948

特別利益合計 2,548

特別損失

投資有価証券評価損 724,902

その他 4,997

特別損失合計 729,899

税金等調整前四半期純損失（△） △553,498

法人税、住民税及び事業税 5,040

法人税等調整額 97,020

法人税等合計 102,061

四半期純損失（△） △655,559
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △649,310

減価償却費 195,982

負ののれん償却額 △215,804

貸倒引当金の増減額（△は減少） △674

工事損失引当金の増減額（△は減少） △371,240

受取利息及び受取配当金 △49,288

支払利息 71,451

為替差損益（△は益） 221

持分法による投資損益（△は益） △528

投資有価証券評価損益（△は益） 730,520

売上債権の増減額（△は増加） 2,346,869

未成工事支出金等の増減額（△は増加） 458,361

仕入債務の増減額（△は減少） △2,529,032

未成工事受入金の増減額（△は減少） △967,184

その他 △454,819

小計 △1,434,475

利息及び配当金の受取額 49,288

利息の支払額 △73,802

法人税等の支払額 △20,841

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,479,830

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △157,711

投資有価証券の取得による支出 △222,349

貸付けによる支出 △3,980

貸付金の回収による収入 6,590

その他 1,392

投資活動によるキャッシュ・フロー △376,059

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,450,000

長期借入金の返済による支出 △186,482

配当金の支払額 △172

その他 △2,270

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,261,075

現金及び現金同等物に係る換算差額 △221

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △595,035

現金及び現金同等物の期首残高 4,492,076

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 18,542

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,915,584
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

１．連結の範囲に関する事項

の変更

(1）連結の範囲の変更

　第１四半期連結会計期間より、㈱アルプス技工は重要性が増したため、連結の範囲

に含めております。また、熊谷建設興業㈱は第１四半期連結会計期間末（みなし清算

日）に清算したため、当第２四半期連結累計期間は平成20年４月１日から平成20年

６月30日までの３か月間を連結しております。

 (2）変更後の連結子会社の数

７社

２．持分法の適用に関する事

項の変更

持分法適用非連結子会社　

①　持分法適用非連結子会社の変更　　

第１四半期連結会計期間より、㈱エム・アイ・シーは重要性が増したため、持分

法適用の範囲に含めております。

 ②　変更後の持分法適用非連結子会社数　

１社

 ３．会計処理基準に関する事

項の変更

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

たな卸資産

材料貯蔵品

　従来、先入先出法による原価法によっておりましたが、第１四半期連結会計期間よ

り「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５

日）が適用されたことに伴い、先入先出法による原価法（貸借対照表価額について

は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。

　これによる損益に与える影響は軽微であります。
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当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

 (2）リース取引に関する会計基準等の適用

　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に

準じた会計処理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計

基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30日改

正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16

号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会　会計制度委員会）、平成19年３月30日改

正））が平成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から

適用することができることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれら

の会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。また、所有

権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

　なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取

引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用してお

ります。

　これによる損益に与える影響は軽微であります。
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【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

１．固定資産の減価償却費の算定

方法

　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期

間按分して算定する方法によっております。

２．一般債権の貸倒見積高の算定

方法

　当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したも

のと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使

用して貸倒見積高を算定しております。

３．法人税等並びに繰延税金資産

及び繰延税金負債の算定方法

　法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重

要なものに限定する方法によっております。

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境

等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会

計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方

法によっております。

 

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

（有形固定資産の耐用年数の変更）

　法人税法の改正を契機として耐用年数の見直しを行い、第１四半期連結会計期間より機械装置について、耐用年数の変

更を行っております。

　これにより、当第２四半期連結累計期間の営業損失は15,518千円増加、経常利益は同額減少、税金等調整前四半期純損失

は同額増加しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※　有形固定資産の減価償却累計額は、12,524,337千円であ

ります。

※　有形固定資産の減価償却累計額は、12,375,556千円であ

ります。

 

（四半期連結損益計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

給料諸手当及び賞与 395,328千円

旅費交通費 57,401千円

退職給付費用 39,566千円

 

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

給料諸手当及び賞与 195,029千円

旅費交通費 28,225千円

退職給付費用 19,885千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年９月30日現在）

現金預金勘定 3,956,084千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △40,500千円

現金及び現金同等物 3,915,584千円

 

 

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 69,194千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 4,358千株
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　鋼構造物事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額に

占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

 

【所在地別セグメント情報】

　当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。

 

【海外売上高】

　当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 160.77円 １株当たり純資産額 164.95円

 

２．１株当たり四半期純損失金額

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 12.62円 １株当たり四半期純損失金額 10.11円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

四半期純損失（千円） 818,232 655,559

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 818,232 655,559

期中平均株式数（千株） 64,838 64,836

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

（損害賠償の請求）

　連結子会社の株式会社宮地鐵工所は、平成20年５月23日に国土交通省から、鋼橋上部工事の入札談合に係る損害賠償

の請求を受けました。今後の対応につきましては、請求内容を慎重に検討し対処してまいります。

　また、同社は平成20年６月26日に東日本高速道路株式会社、中日本高速道路株式会社、西日本高速道路株式会社およ

び独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構から、旧日本道路公団が発注した鋼橋上部工事の入札談合に係る損

害賠償の請求を受けました。今後の対応につきましては、請求内容の正当性を含めて慎重に検討し対処してまいりま

す。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成20年11月６日

宮地エンジニアリンググループ株式会社

取締役会　御中
 

東陽監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 赤井　則夫　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 木曽　安一　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 澁江　英樹　　印

 

公認会計士早野勝義事務所
   公認会計士 早野　勝義　　印
 

藤本公認会計士事務所
   公認会計士 藤本　欣哉　　印
 

　私たちは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている宮地エンジニアリンググ

ループ株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月

１日から平成20年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書に

ついて四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、私たちの責任は独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。四半

期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続その

他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ

れる年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　私たちが実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、宮地エンジニアリンググループ株式会社及び連結子会社の平成20年９月30日

現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半

期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。
 

　追記情報

　会計処理基準に関する事項の変更に記載されているとおり、会社及び連結子会社は第１四半期連結会計期間より「棚卸資

産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）を適用して四半期連結財務諸表を作成している。

　会計処理基準に関する事項の変更に記載されているとおり、会社及び連結子会社は第１四半期連結会計期間より「リース

取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号　最終改正平成19年３月30日）及び「リース取引に関する会計基準の適用

指針」（企業会計基準適用指針第16号　最終改正平成19年３月30日）を適用して四半期連結財務諸表を作成している。
 
　会社と当監査法人又は業務執行社員並びに早野勝義及び藤本欣哉との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害

関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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